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聞き取り調査を行った日は９月25日，26日，27日，時間帯は主に10時から11時半，13時半から15時頃
である．

４）民宿は食べなれたものを朝食にはというサービスであるが，喜んで洋食を受け入れる場合と２パター
ンあるという．

５）「はざ干し（稲干し）」あるいは「はざ掛け」は，収穫した稲を束ね，木材などで作られた柱に吊るし
て干す作業のことで，これを行うことで米の旨味が増すといわれる．はざ干しの風景は，観光者にとっ
て昔ながらの農村風景やどことなく懐かしい情緒を感じさせる景観要素の一つとして機能している．

６）住民への聞き取り調査による．
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白川郷における農村像と住民の生活様式

羽田　司・松井圭介・市川康夫
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Ⅰ　序論

Ⅰ－１　研究課題
これまでの文化を現代にまで伝承する様々なも
のを，後世にまで残すことを試みる多様な活動が
ある．その代表例として，日本国内ならば文化庁
による伝統的建造物群保存地区（以下，伝建地区）
への選定，世界的にみれば国連教育科学文化機関
（UNESCO）による世界遺産への選定が挙げられ
よう．本稿で対象とする岐阜県白川村荻町地区（白
川郷）は，山間部に位置する集落であり，周囲か
らの隔絶性が高かったことから，1800年代後半か
ら1900年代の初頭にかけて「奇異」な風習が存在
する地域だとみなされてきた．それが，第二次世
界大戦中には文化的に貴重な生活文化が残る地域
であると認識されるようになり（加藤，2011），
1976年には伝建地区，1995年には富山県の五箇山
とともに世界文化遺産に選定され，その農村景観
は世界的にも貴重な文化遺産であると評価され
る．
荻町地区において，一際目を引くのが「合掌造
り」と呼ばれる傾斜の急な茅葺屋根の家屋（以
下，合掌造り家屋）である．この合掌造り家屋が
棟を揃えて点在しているのが，荻町地区の特徴的
な集落景観とされる（西山ほか，1995b）．黒田
ほか（2001）は，それに加え，水路や石垣により
細かい領域が形成されているが，高さのある景観
要素が少ないために領域の境界が不明瞭であるこ

とも，荻町地区の景観特徴であるとしている．
水ノ江ほか（2007）は，産業面や地理的条件か
らの歴史的変遷を踏まえ，明治中期における荻町
地区の集落景観が極相期であったとした．そうし
た集落景観は，第二次世界大戦以前までは住民の
共同作業によって，比較的，維持・管理されてきた．
しかし，戦後になると白川村は過疎化傾向となり，
さらに，1955年頃からのダム建設により地域の産
業構造が変容したことで，合掌造り家屋は減少し，
集落景観を変化させた（高口ほか，2006）．
1970年代になると，合掌造り家屋を有する伝統
的な農村景観の崩壊を危惧し，荻町地区では景観
の保全活動が開始され，同時に積極的な観光化が
図られた．これにより合掌造り家屋の減少は抑制
されたが，景観の維持・管理は，住民の共同作業
のもとで行われる機会が減り，業者への委託が増
加した（黒田ほか，2001）．西山（2001）は，集
落の観光化により，観光業を営む店舗の集中や，
観光収入による住宅や車庫の新築，農地の宅地化
や耕作放棄地化が進行したことを明らかにした．
伝建地区では，集落が保全の対象なのにもかかわ
らず，荻町地区では合掌造り家屋に偏重した維持・
管理が行われ，住宅の建て詰まりや耕作放棄地の
増加により結局は集落景観を損ねていた．このこ
とから，黒田ほか（2003）は，合掌造り家屋の周
囲までを含めた保全が重要であると述べている．
また，谷口ほか（2007）は，1970年代の荻町地区
の観光化は住民を中心とする内発的な観光地形成
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であったが，1995年の世界遺産登録以降の観光化
は観光客を急増させ，地域における内発的な観光
地形成では限界をきたし，外部からの援助を要す
ると指摘している．荻町地区における観光客の行
動に関しては，羽生ほか（2002）が明らかにして
おり，集落内に定番の周遊ルートが現出している
とした．
以上のように，これまでの荻町地区を対象とし
た研究では集落景観の特徴や合掌造り家屋を含む
伝統的景観が保全に至るまでの過程，保全活動と
観光化がもたらす集落景観への影響が明らかにさ
れている．さらに，近年では，コンテンツ・ツー
リズムやインバウンド・ツーリズムといった新た
な観光の動向や実態を明らかにした研究もみられ
る（伊藤，2014；神田，2012；佐藤，2015）．し
かし，保全される集落景観を培ってきたのは，そ
こで生活する住民である．それにもかかわらず，
住民の生活を視野に入れた研究は僅少である．そ
ういった点において，才津（2006）は，急速な観
光化が，住民の生活と文化財の保全，観光地化の
均衡を崩壊させており，世界遺産への登録以後，
住民の生活を圧倒する形で，文化財の保全と観光
地化が進行している現状を明らかにしており，重
要な視座を与えている．とはいえ，現在の住民の
生活様式の実態や，その実態が保全される集落景
観から想起される農村像とどれほど異なるのかと
いったことは明らかにされていない．
そこで本稿は，岐阜県白川村荻町地区を事例に，
対象集落が保全しようとする農村像と合掌造り家
屋で生活する住民の生活様式との相違を明らかに
する．その際，合掌造り家屋の外観は農村景観の
構成要素として重要視される一方で，家屋内部は
農村景観に与える影響が小さいため，住民によっ
て変化が生じていることが予想されることから，
合掌造り家屋の内部環境に着目する．分析の手順
として，Ⅰでは研究の課題と目的を述べ，さらに，
対象地域である荻町地区の概要を示す．Ⅱは合掌
造り家屋の成立を概説した後に，荻町地区を中心
に，白川村での合掌造り家屋の変遷と白川村の地
域的発展や産業の変化を記述し，さらに，現在の

土地利用の特徴をみる．Ⅲにおいては，一般的な
住宅として利用される合掌造り家屋と民宿として
利用される合掌造り家屋のそれぞれの利用形態の
特徴について言及する．Ⅳでは居住する住民の合
掌造り家屋に対する評価を検討した上で，これま
での結果を踏まえて荻町地区が保全しようとする
農村像と合掌造り家屋で生活する住民の生活様式
の相違を考察する．

Ⅰ－２　研究対象地域の概要
白川村は岐阜県の北西部に位置し，日本海から
50kmほど内陸の山間部にある（第１図）．白川村
の96％は山林が占め，最も標高の低いところでも
351m，最も標高の高いところでは2,702mに達す
る．集落は庄川の谷沿いの標高500m付近に多い．
このように岐阜県内にあっても比較的日本海側に
位置し山間部にある白川村は，冬の降雪が多く，
１mを超える積雪があることから特別豪雪地帯に
指定される（第２図）．月別の平均気温をみると，
最寒月の平均気温は１月で-1.1℃と氷点下である．
最暖月の平均気温は８月で23.5℃と，東京都心部
のそれよりも３℃ほど低い．
白川村は岐阜県内の飛騨市と高山市と隣接す
る．村域の北は富山県，西は石川県に接しており，
県境に立地する．2010年における村の人口は1,733
人，世帯数は601世帯である（第３図）．白川村
役場から岐阜県庁は直線距離にして約100kmある
一方で，50km圏内に石川県庁があり，50km圏を
少し超えたところには富山県庁がある．また，福
井県庁も白川村役場から約65kmに位置しており，
岐阜県庁よりも日本海側の県の県庁に近接する．
白川村の北部には東海北陸自動車道が通過してお
り，白川郷インターチェンジがある．東海北陸自
動車道を北上すると北陸自動車道と接続し，富山
市および金沢市まで約１時間で到達する．また，
東海北陸自動車道を南下すると，40分ほどで高山
市へ，１時間50分ほどで岐阜市へ行くことができ
る．2015年３月に北陸新幹線の長野－金沢間が開
通したことで，北陸方面を経由することで東京都
との交通の利便性が向上した．これにより，今後
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は金沢方面からの白川村への来訪者が増加するこ
とが予想される．
白川村内でも，とりわけ合掌造り家屋が集中す
る地域が荻町地区である．荻町地区は庄川の右岸
に発達した集落であり，東海北陸自動車道の白川
郷インターチェンジのある鳩谷地区に隣接する．
国道156号線と360号線が集落内を通過しており，
山間部の集落にしては交通の利便性が高い．2010
年における荻町地区の人口は615人，世帯数は181
世帯となっており，白川村のなかでは，人口およ
び世帯数ともに最多の集落である．産業別の就業
先をみると，荻町地区において最多は宿泊業・飲
食サービス業の133人で，就業者全体の33.8％が
従事する（第４図）．この割合は，白川村全体で
宿泊業・飲食サービス業に就業する者の割合の
26.3％，岐阜県全体の5.7％と比較しても高い値を

第１図　研究対象地域

第２図　白川村の月別降水量と気温（1981～2010
年の平均値）

… （気象庁データにより作成）
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示す．続いて，荻町地区で多い就業先は卸売業・
小売業であり，63人（16.0％）が就業している．
宿泊業・飲食サービス業と卸売業・小売業を合わ
せれば196人に達し，就業人口の約半数がこれら
の産業に従事する．一方，農業・林業・漁業に就
業する者は，就業者全体の3.3％にあたる13人の
みとなっており，一次産業の就業率は低い．

Ⅱ　白川村の変遷と土地利用

Ⅱ－１　合掌造り家屋の成立
白川村は山間に位置することから平地が少な
く，日本海側の気候にあることで冬季に積雪があ
る．そのため，そこで生活する人々は，限られた
土地のなかで生産の場である農地を確保し，除雪
にかかる労働力を削減することを要求されてき
た．また，食糧の生産性が低い時代に，家屋の建
設に多くの時間を割くことは困難であり，合掌造
り家屋は，こうした自然条件や人々の営みの中か
ら成立してきた．白川村史編纂委員会（1998）に
よれば，白川郷で発達した合掌造り家屋の特徴と

して２つ挙げられる．１つ目は，屋根裏が広く，
その屋根裏を何層にも区切って積極的に利用して
きたことである（写真１）．２つ目は，屋根がほ
ぼ正三角形と急勾配であり，切妻造りの妻もほぼ
正三角形で，その構造の特徴が外観から把握でき
ることである．こうした特徴は，屋根裏を設ける
ことで垂直方向に床面積を広げ，屋根を正三角形
に近づけることで雪の重みに強い家屋構造にして

第３図　…白川村の人口と１世帯当たりの人数
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写真１　合掌造り家屋の屋根裏
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おり，地域の自然条件に適応してきたことが窺え
る．合掌造り家屋では大家族制の生活が営まれ，
これも家屋数を減らすことで，農地の確保や積雪
の多い白川郷での除雪作業を軽減する工夫の１つ
であった．

Ⅱ－２　合掌造り家屋の変遷と白川村の変化
合掌造り家屋が建設され始めたのは1700年前後
からであり，それは1955年頃まで続いた（谷口ほ
か，2007）．家屋の建設は，１日から数日中で行
われ，維持・管理における，高度な作業は専門の
業者や職人が担い，それ以外は，結やコウリャク１）

といった住民の共同作業で行っていた（白川村史
編纂委員会，1998）．家屋の屋根裏では養蚕業が
営まれ，合掌造り家屋は住民の生活の場であると
ともに，労働の場であった．
伝統的な方法での合掌造り家屋の維持・管理は，
第二次世界大戦以前まで継続していた（高口ほか，
2006）．しかし，戦後になると白川村内外で生じ
る多様な変化のなかで，合掌造り家屋は減少し，
周囲の景観とともに保全の対象となっていく（第
１表）．
1950年代の白川村は，戦後の引き上げと，電源
開発用のダム建設のための従業員の流入により
人口が増加した．1950年の人口は3,824人であっ
たが，1955年には6,688人，1960年には9,436人と
なった（第３図）．一方，合掌造り家屋数は1950
年代の間に275棟から223棟に減少した．1952年の
椿原ダムの着工，1954年の鳩谷ダムの着工，1958
年の御母衣ダムの着工といった立て続けのダム建
設が，合掌造り家屋のある既存の集落を消滅させ
た．また，水没しなかった住宅でも土地補償や家
屋売却代金などの収入を資金として非合掌造り家
屋への建て替えが進んだ（白川村史編纂委員会，
1998）．
1960年代に入ると，ダム建設の竣工により，白
川村の人口は激減し，1965年には3,211人と1960
年の約３分の１となった．過疎化や大手企業の山
林買収や土地投資により合掌造り家屋数も191棟
から144棟にまで減少した．こうした，過疎化の

進行や合掌造り家屋数の減少は，住民の不安を深
めることとなり，村の活性化や文化財の保護の意
識を高めた．1963年には白川合掌保存組合が全村
規模で発足し，１年間であるが活動した．
1970年代になると，合掌造り家屋数は133棟か
ら114棟に減少するものの，合掌造り家屋を含む
集落景観の保全活動が活発化した．1971年には荻
町地区の住民により「白川郷荻町集落の自然環境
を守る会」が結成され，荻町地区の集落景観の保
全が本格化した．1976年には荻町地区が伝建地区
に選定されており，住民の保全活動は成果を挙げ
た．伝建地区の選定と同時に，白川村伝統的建造
物群保存地区保存条例が制定されており，法律に
よる規制が開始された．荻町地区で保全される集
落景観は，地域の観光資源としても活用され，観
光化も促進された．1974年には荻町地区内に公共

第１表　白川村における主な出来事

注）2000年代の合掌造り家屋数は2002年の値である．
（佐藤（2015），白川村史編纂委員会（1998年），…

西山ほか（1995a）により作成）
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駐車場が整備され，1975年には国鉄のキャンペー
ンにより観光客が急増した（西山ほか，1995a）．
1978年には荻町地区の集落を一望できる城山の展
望台が整備されている（写真２）．
1980年代では，合掌造り家屋数が112棟から94
棟にまで減少し，100棟を下回った．荻町地区の
集落景観を保全する活動や規制は継続しており，
1980年には地区から看板を失くす運動が行われ
た．また，1985年には白川村荻町伝統的建造物群
保存地区景観保存基準が策定された．交通の利便
性の改善も図られており，1987年には国道156号
バイパスの工事が本格化した．
1990年代の人口推移をみると，1990年の人口は
1,892人であったのが，1995年には1,893人と横ば
いで推移した．合掌造り家屋数は91棟から88棟と
微減であった．荻町地区における合掌造り家屋の
集落景観は，富山県の五箇山地区における合掌造
り家屋の集落景観とともに1992年に世界遺産の暫
定リスト入りを果たし，1995年には世界文化遺産
に登録された．世界遺産への登録は，保全活動や
規制をより盛んにした．1997年には合掌造り家屋
を保存するための財団が創設され，1999年には景
観を保存するための基準やその基準のガイドライ
ンが策定された．
2000年以降は，2002年に完成する東海北陸自動
車道白川郷インターチェンジまでの延伸工事のた
めに，一時的に人口が増加する．2000年の人口は
2,151人となったが，それ以降は2005年に1,983人，

2010年には1,733人と減少している．合掌造り家
屋数は2002年の値で80棟となった．2003年には白
川村景観条例が制定され，５年後の2008年には内
容が改訂され，保全の状況に合わせて規制内容が
再検討されている．2015年には北陸新幹線の長野
－金沢間が開通し，関東地方からの交通の利便性
が向上した．また，近年では政府によるインバウ
ンド・ツーリズム強化政策により外国人観光客が
増加している．

Ⅱ－３　荻町地区の土地利用
2015年９月25日と26日の２日間にかけて荻町地
区の土地利用調査を実施した（第５図）．庄川の
左岸には大規模な駐車場を有する「せせらぎ公園」
があり，土産物店や飲食店，観光総合案内所など
が立地する．せせらぎ公園の南には「合掌造り民
家園」があり，合掌造り家屋の内部を公開するほ
か，白川村に因んだ様々な体験を提供している．
荻町地区の中心は庄川の右岸に発達する．白川
街道が集落の中央を北北東から南南西にかけて縦
断しており，午前９時から午後４時にかけて観光
目的の車両の進入が制限されている．白川街道か
らは東通りが伸び，集落内を通過して再び白川街
道に接続する．同様に白川街道の西側にも西通り
が通る．西通りからは，庄川に架かるつり橋の「で
あい橋」に通じる道路が伸び，左岸のせせらぎ公
園に通じる．
荻町地区の農用地は，住宅や民宿の周りに多く
水田や畑として利用されている（写真３）．一筆
あたりの面積は小さく，水田および畑は自給用の
農作物栽培が主である．民宿を経営する世帯では，
これらを宿泊者に提供する料理に利用していた．
耕作放棄された圃場は少なく，管理された農用地
が多い．
一般的な住宅は東通りや西通り，そこから伸び
る細い道の先に多く立地し，白川街道沿いには少
ない．民宿も一般的な住宅と同じように，多くは
東通りや西通りの沿線で営業し，白川街道沿いに
は１軒しかみられなかった．白川街道には多くの
土産物店や飲食店が街道に向けて店舗を構えてい

写真２　城山展望台よりみた荻町地区
… （2015年９月安永撮影）
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写真２　城山展望台よりみた荻町地区
… （2015年９月安永撮影）
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る．こうした店舗の多くは，通りに面した家屋の
一部で営業し，その奥の部屋や二階を住宅として
利用する．また，土産物店や飲食店は東通りにも
立地する．見学施設は白川街道と東通り沿いに位

置し，白川街道南部の白川八幡宮の一角には「ど
ぶろく祭りの館」，北部には合掌造り家屋の「和
田家」がある．東通り沿線には，「明善寺郷土館」
や合掌造り家屋の「長瀬家」や「神田家」が立地

第５図　白川村荻町地区における土地利用（2015年）
… （現地調査により作成）
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する．こうした土産物店や飲食店，見学施設の立
地から荻町地区における主な観光ルートは白川街
道と東通り沿線にある．
合掌造り家屋は，白川街道沿いでは北部に５棟
と中央部に２棟が立地するが，その多くは東通り
や西通り，そこから伸びる細い道の先に位置し，
分散している．利用形態としては一般的な住宅や
民宿，土産物店，飲食店，見学施設，倉庫などで
ある．一般的な住宅の多くが立て替えられ，合掌
造り家屋数は10戸と全戸数に対して少なかった．
民宿は荻町地区で営業する全軒が合掌造り家屋で
ある．土産物店や飲食店では合掌造り家屋と非合
掌造り家屋の割合は同程度である．見学施設とし
て内部の一部見学が可能となっている合掌造り家
屋は，他の合掌造り家屋に比べ規模が大きいこと
が特徴である．
その他に，駐車場が多くみられるのが荻町地区
の特徴である．白川街道沿いに多くの駐車場があ
り，民宿もそれぞれ小規模な駐車場を有する．現
在では集落内における観光目的の車両の乗り入れ
は制限されているため，これらの駐車は少ない．
しかし，荻町地区の来訪者の交通手段として，自
動車の利用が多いことが窺える．

Ⅲ　合掌造り家屋の内部環境

合掌造り家屋は，一般的な住宅や民宿，土産物

店，飲食店，見学施設，倉庫などとして利用され
る．その中で，住民の生活様式と最も強く結びつ
いた合掌造り家屋の利用形態は一般的な住宅であ
ろう．一方，荻町地区が保全しようとする集落景
観から想起される農村像にあった家屋内部の環境
を残すのが，宿泊者に寝食の場を提供しながら，
「農村らしさ」を感じさせる民宿だと予想される．
したがって，以下ではこの２つの利用形態をとる
合掌造り家屋の特徴を検討する．

Ⅲ－１　一般的な住宅の合掌造り家屋
調査を実施した2015年９月の時点で，合掌造り
家屋を非営利目的，つまり，一般的な住宅として
利用する世帯は10世帯である．そのうち，調査協
力を得られたのが７世帯であり，半数以上の世帯
を対象にすることから，ある程度の代表性を有す
ると考えられる．これら事例の家屋の用途や世帯
構成，増築や改装の内容などをまとめたのが第６
図である．
合掌造り家屋の用途のうち，主屋として利用す
る世帯が４世帯，別荘として利用する世帯が２世
帯，空き家としている世帯が１世帯ある．合掌造
り家屋を主屋として利用する４世帯では，全世帯
で65歳未満の世帯員がみられ，なかには，３世代
に渡って合掌造り家屋で生活する世帯もみられる
（世帯１，２）．世帯主の就業形態として，集落内
の観光関連業に従事する者や（世帯１，２），白川
村内で就業する者（世帯３），職場が不特定なた
めに居住地選択の自由度の高い建設業に従事する
者（世帯４）がみられる．このように，職住が近
接していたり，世帯主が居住地選択の自由度の高
い業種に就業しているのが特徴である．３世代で
合掌造り家屋を利用する世帯（世帯１，２）では，
1985年以前に増築が行われており，生活の変化の
なかで手狭となったことが増築の要因となった
（写真４）．養蚕の場として利用された合掌造り家
屋の２階が居住空間として利用できないことが垂
直的拡大を困難とし，水平的拡大，つまり増築を
促したと考えられる．
合掌造り家屋を別荘として利用する２世帯（世

写真３　水田越しに眺める合掌造り家屋
… （2015年９月羽田撮影）
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する．こうした土産物店や飲食店，見学施設の立
地から荻町地区における主な観光ルートは白川街
道と東通り沿線にある．
合掌造り家屋は，白川街道沿いでは北部に５棟
と中央部に２棟が立地するが，その多くは東通り
や西通り，そこから伸びる細い道の先に位置し，
分散している．利用形態としては一般的な住宅や
民宿，土産物店，飲食店，見学施設，倉庫などで
ある．一般的な住宅の多くが立て替えられ，合掌
造り家屋数は10戸と全戸数に対して少なかった．
民宿は荻町地区で営業する全軒が合掌造り家屋で
ある．土産物店や飲食店では合掌造り家屋と非合
掌造り家屋の割合は同程度である．見学施設とし
て内部の一部見学が可能となっている合掌造り家
屋は，他の合掌造り家屋に比べ規模が大きいこと
が特徴である．
その他に，駐車場が多くみられるのが荻町地区
の特徴である．白川街道沿いに多くの駐車場があ
り，民宿もそれぞれ小規模な駐車場を有する．現
在では集落内における観光目的の車両の乗り入れ
は制限されているため，これらの駐車は少ない．
しかし，荻町地区の来訪者の交通手段として，自
動車の利用が多いことが窺える．

Ⅲ　合掌造り家屋の内部環境

合掌造り家屋は，一般的な住宅や民宿，土産物

店，飲食店，見学施設，倉庫などとして利用され
る．その中で，住民の生活様式と最も強く結びつ
いた合掌造り家屋の利用形態は一般的な住宅であ
ろう．一方，荻町地区が保全しようとする集落景
観から想起される農村像にあった家屋内部の環境
を残すのが，宿泊者に寝食の場を提供しながら，
「農村らしさ」を感じさせる民宿だと予想される．
したがって，以下ではこの２つの利用形態をとる
合掌造り家屋の特徴を検討する．

Ⅲ－１　一般的な住宅の合掌造り家屋
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家屋を非営利目的，つまり，一般的な住宅として
利用する世帯は10世帯である．そのうち，調査協
力を得られたのが７世帯であり，半数以上の世帯
を対象にすることから，ある程度の代表性を有す
ると考えられる．これら事例の家屋の用途や世帯
構成，増築や改装の内容などをまとめたのが第６
図である．
合掌造り家屋の用途のうち，主屋として利用す
る世帯が４世帯，別荘として利用する世帯が２世
帯，空き家としている世帯が１世帯ある．合掌造
り家屋を主屋として利用する４世帯では，全世帯
で65歳未満の世帯員がみられ，なかには，３世代
に渡って合掌造り家屋で生活する世帯もみられる
（世帯１，２）．世帯主の就業形態として，集落内
の観光関連業に従事する者や（世帯１，２），白川
村内で就業する者（世帯３），職場が不特定なた
めに居住地選択の自由度の高い建設業に従事する
者（世帯４）がみられる．このように，職住が近
接していたり，世帯主が居住地選択の自由度の高
い業種に就業しているのが特徴である．３世代で
合掌造り家屋を利用する世帯（世帯１，２）では，
1985年以前に増築が行われており，生活の変化の
なかで手狭となったことが増築の要因となった
（写真４）．養蚕の場として利用された合掌造り家
屋の２階が居住空間として利用できないことが垂
直的拡大を困難とし，水平的拡大，つまり増築を
促したと考えられる．
合掌造り家屋を別荘として利用する２世帯（世

写真３　水田越しに眺める合掌造り家屋
（2015年９月羽田撮影）
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帯５，６）の世帯構成をみると，65歳以上の世帯
員のみとなっている．両世帯とも子どもはいるが，
合掌造り家屋を利用していない．今後も子世代は
合掌造り家屋に住む予定はなく，合掌造り家屋を
利用する現世代を最後に，家屋を取り壊す予定で
ある．合掌造り家屋の利用は主に夏季から秋季に
かけてであり，積雪のある冬季から春季にかけて
は岐阜県内の別宅で生活する．世帯主の就業先に
ついて，世帯５の世帯主は臨時雇用で合掌造り家
屋の屋根の葺き替えを行っているが，世帯６は高
齢な女性であることから就業していない．
合掌造り家屋を空き家としている１世帯（世帯
７）は，70歳代後半の夫婦と，50歳代の息子，40

歳代の息子の配偶者が世帯員である．世帯員は集
落内にある非合掌造り家屋の店舗兼住宅で生活し
ており，民芸品店を営んでいる．空き家となって
いる合掌造り家屋は，1950年代後半から1990年頃
までは民宿として利用された．それ以降は空き家
となっており，70歳代の夫婦が定期的に合掌造り
家屋の管理を行っている．
以上のように，家屋の用途の違いから，世帯構
成や世帯主の就業先に差異がみられた．一方，家
屋の用途に関係なく共通する点もみられる．それ
は家屋の改装についてである．事例として挙げた
全世帯において1990年代後半以降に内装の修繕や
床のフローリング化・バリアフリー化といった改
装が施されている（写真５）．なかでも，床のフ
ローリング化は７世帯のうちの５世帯で行われて
おり，世帯２では床全面がフローリングである（第
７図）．それ以外の世帯では，居間や台所を中心
にフローリング化が進んでいる（第８図）．しかし，
間取りの変更はされず，部屋数や部屋面積には大
きな変化がない．

Ⅲ－２　民宿利用の合掌造り家屋
荻町地区には19軒の民宿があるが，すべてが合
掌造り家屋である（写真６）．そのうち，15軒の
民宿で調査協力が得られ，荻町地区における民宿
の過半数であることから，これら民宿はある程度

第６図　白川村荻町における非営利目的の合掌造り家屋を所有する世帯の特徴（2015年）
… （聞き取り調査により作成）

写真４　増築された合掌造り家屋
… （2015年９月田邊撮影）
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の代表性を有すると考えられる．第９図は事例民
宿の経営形態をまとめたものである．
民宿１軒当たりの従業員数は１～５人であり，
平均従業員数にすると2.5人と小規模な経営であ
る．15軒のうちの９軒が家族で経営しており，女
性のみで営む民宿（民宿４，12）もみられる．民
宿の世帯主は50～60歳代に多く，男性の家族内従
業員は役場や建設業などと兼業する場合もある．
７軒で後継者が決まっており，未定が５軒，後継
者なしが３軒ある．雇用労働力は６軒の民宿でみ
られ（民宿２，５，７，８，10，15），女性割合が高
く，民宿１軒につき１人か２人が雇われている．
創業年は，事例民宿の８割にあたる12軒が1970年
代前半である．1970年代前半は，1971年に「白川
郷荻町集落の自然環境を守る会」が結成されたり，
1972年には「白川郷合掌村（現，民家園）」が営
業を開始したりと，荻町地区の観光化が進んだ時
期であった．部屋数は３～５部屋となっており，
１軒当たりに平均すると4.1部屋となる．合掌造
り家屋の一部の部屋を客室とする民宿や，合掌造
り家屋の全部屋を客室として利用し，家族は非合
掌造り家屋の別棟で生活する民宿もみられる．収
容人数は，最少で８人，最多で16人，１軒当たり
に平均すると11.5人となる．客室として利用され
る部屋は決して広くなく，６～８畳ほどの和室が
大半である．
増築や改装の状況としては，保健所の指導によ

写真５　フローリング化された合掌造り家屋の床
… （2015年９月田邊撮影）

第７図　世帯番号２の合掌家屋の間取り（2015年）
… （現地調査により作成）

第８図　住民３の合掌家屋の間取り（2015年）
… （現地調査により作成）

写真６　民宿を営む合掌造り家屋
… （2015年９月羽田撮影）
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の代表性を有すると考えられる．第９図は事例民
宿の経営形態をまとめたものである．
民宿１軒当たりの従業員数は１～５人であり，
平均従業員数にすると2.5人と小規模な経営であ
る．15軒のうちの９軒が家族で経営しており，女
性のみで営む民宿（民宿４，12）もみられる．民
宿の世帯主は50～60歳代に多く，男性の家族内従
業員は役場や建設業などと兼業する場合もある．
７軒で後継者が決まっており，未定が５軒，後継
者なしが３軒ある．雇用労働力は６軒の民宿でみ
られ（民宿２，５，７，８，10，15），女性割合が高
く，民宿１軒につき１人か２人が雇われている．
創業年は，事例民宿の８割にあたる12軒が1970年
代前半である．1970年代前半は，1971年に「白川
郷荻町集落の自然環境を守る会」が結成されたり，
1972年には「白川郷合掌村（現，民家園）」が営
業を開始したりと，荻町地区の観光化が進んだ時
期であった．部屋数は３～５部屋となっており，
１軒当たりに平均すると4.1部屋となる．合掌造
り家屋の一部の部屋を客室とする民宿や，合掌造
り家屋の全部屋を客室として利用し，家族は非合
掌造り家屋の別棟で生活する民宿もみられる．収
容人数は，最少で８人，最多で16人，１軒当たり
に平均すると11.5人となる．客室として利用され
る部屋は決して広くなく，６～８畳ほどの和室が
大半である．
増築や改装の状況としては，保健所の指導によ

写真５　フローリング化された合掌造り家屋の床
… （2015年９月田邊撮影）

第７図　世帯番号２の合掌家屋の間取り（2015年）
… （現地調査により作成）

第８図　住民３の合掌家屋の間取り（2015年）
… （現地調査により作成）

写真６　民宿を営む合掌造り家屋
… （2015年９月羽田撮影）
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り，全民宿で天井が設けられている．増築は民宿
２のみにみられ，民宿２が増築に至ったのは，修
学旅行生を受け入れるためであった．しかし，そ
れ以外の民宿において増築はみられない．改装内
容をみると，合掌造り家屋を建設当時の状況に復
元した民宿（民宿３，４）がみられる．その他，
６軒の民宿で水回りの改装が実施されており，そ
のうち，４軒では檜風呂を採用している（民宿５，
７，９，15）．白川村の寒い冬を快適に過ごせるよ
う，床暖房を完備する民宿も３軒みられ（民宿４，
７，15），宿泊客の満足度が向上するような改装
が施されている．
農地の有無をみると，すべての民宿が農地を保
有し，そこで栽培・収穫された農作物を宿泊客の
食事に利用する．そうした食事を提供する際には，
時折，自家栽培の食材を利用していることを宿泊
客に伝えている．こうした取り組みにより宿泊客
が要求する「農村らしさ」や「食の安全性」といっ
た面での満足度を高めている．

Ⅳ　白川郷における農村像と生活様式の相違

Ⅳ－１　合掌造り家屋に対する住民のまなざし
合掌造り家屋で生活する住民にとって，合掌造
り家屋はどのように認識されているのだろうか．
それを検討するために，合掌造り家屋の利点と欠

点について，合掌造り家屋を一般的な住宅として
利用する世帯の住民に聞き取り調査を実施した
（第２表）．
合掌造り家屋は壁が少なく，部屋と部屋が繋
がっていることから風通しが良い．この風通しの
良さから，「夏が涼しい」ことを利点として回答
する住民が３人いた（住民３，６，７）．また，過
去のことではあるが，「養蚕をすることができた」
ことを利点としてあげる住民（住民１）もおり，
合掌造り家屋の居住空間としての利用価値ではな
く，労働空間としての利用価値を評価する住民も
いる．しかし，３人の住民（住民２，４，５）は合
掌造り家屋の利点について「特になし」と回答し
ている．一方，欠点に関しては，夏には好条件と
なっていた風通しの良さが，冬には悪条件となり，
「冬が寒い」という意見がみられた（住民３，４，
６，７）．また，虫やヘビ，ネズミなどの「生き物
の侵入が多い」ことを欠点として回答する住民も
みられ（住民２，７），これは，合掌造り家屋が現
代的な住宅に比べ，生き物が入り込むような隙間
が多いために問題となっている．合掌造り家屋の
特徴である大きな茅葺屋根からの茅の落下や，現
代では必要性の低い囲炉裏の管理など，家屋の「手
入れが大変である」といった回答も得られた（住
民４，５）．また，「２階に居住目的の部屋がつく
れない」ことを欠点としてあげる住民もいた（住

第９図　白川村荻町における民宿の経営形態（2015年）
… （聞き取り調査により作成）
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民１）．住民７は，そもそも合掌造り家屋での生
活は，現代という「時代に合わない」と回答する．
このように，合掌造り家屋で生活する住民の合
掌造り家屋に対する認識をみると，「夏が涼しい」
こと以外，現在の生活において利点となると感じ
ていない．一方，欠点に関しては，「冬が寒い」，「生
き物が侵入する」，「手入れが大変である」，「間取
りの変更や改装が困難である」といった多様な回
答が得られた．つまり，現代の生活様式の中では，
合掌造り家屋は居住しづらい家屋であり，現代の
非合掌造り家屋と比較すると不便な点が多く，「時
代に合わない」建物となっている．…

Ⅳ－２　農村像と生活様式の相違
荻町地区における合掌造り家屋は，集落の中心
を縦断する白川街道沿いよりも，東通りや西通り，
さらに，その奥の通りに多く立地し点在していた．
合掌造りの周囲には農地があり，コメや自家消費
用の野菜が栽培される．農地を挟んで眺める合掌
造り家屋は伝統的景観として評価され（西山ほか，
1995b），来訪者に「郷愁」や「長閑さ」といった
感情を抱かせる．さらに，合掌造り家屋の民宿に
は，囲炉裏のある居間や畳敷きの寝室があり，食
事には地元で採れた食材を使用した料理が提供さ
れる．こうした，民宿での体験により宿泊者は一
層の「農村らしさ」を感じる．とはいえ，こうし

た民宿でも，内部環境は変化している．民宿によっ
ては，家屋完成当時の状況に改装が施されている．
また，床暖房の導入や，水回りの改装のなかで檜
風呂を採用するなど，来訪者の要求する農村像を
壊さない程度に改装が図られている．
一方，一般的な住宅として利用される合掌造り
家屋では，その外観から連想されるような－まる
で民宿で目の当たりにできるような－内部環境と
は異なっている．間取りに関しては大きな変更は
ないものの，床のフローリング化が進行し，ソ
ファーといった西洋的な家具もある（写真７）．
合掌造り家屋で生活する住民の多くは，合掌造り
家屋に利点をあまり認めておらず，欠点を多く認

第２表　荻町地区住民における合掌造り家屋の認識

… （聞き取り調査により作成）

写真７　ソファーの置かれた合掌造り家屋
… （2015年９月田邊撮影）
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民１）．住民７は，そもそも合掌造り家屋での生
活は，現代という「時代に合わない」と回答する．
このように，合掌造り家屋で生活する住民の合
掌造り家屋に対する認識をみると，「夏が涼しい」
こと以外，現在の生活において利点となると感じ
ていない．一方，欠点に関しては，「冬が寒い」，「生
き物が侵入する」，「手入れが大変である」，「間取
りの変更や改装が困難である」といった多様な回
答が得られた．つまり，現代の生活様式の中では，
合掌造り家屋は居住しづらい家屋であり，現代の
非合掌造り家屋と比較すると不便な点が多く，「時
代に合わない」建物となっている．

Ⅳ－２　農村像と生活様式の相違
荻町地区における合掌造り家屋は，集落の中心
を縦断する白川街道沿いよりも，東通りや西通り，
さらに，その奥の通りに多く立地し点在していた．
合掌造りの周囲には農地があり，コメや自家消費
用の野菜が栽培される．農地を挟んで眺める合掌
造り家屋は伝統的景観として評価され（西山ほか，
1995b），来訪者に「郷愁」や「長閑さ」といった
感情を抱かせる．さらに，合掌造り家屋の民宿に
は，囲炉裏のある居間や畳敷きの寝室があり，食
事には地元で採れた食材を使用した料理が提供さ
れる．こうした，民宿での体験により宿泊者は一
層の「農村らしさ」を感じる．とはいえ，こうし

た民宿でも，内部環境は変化している．民宿によっ
ては，家屋完成当時の状況に改装が施されている．
また，床暖房の導入や，水回りの改装のなかで檜
風呂を採用するなど，来訪者の要求する農村像を
壊さない程度に改装が図られている．
一方，一般的な住宅として利用される合掌造り
家屋では，その外観から連想されるような－まる
で民宿で目の当たりにできるような－内部環境と
は異なっている．間取りに関しては大きな変更は
ないものの，床のフローリング化が進行し，ソ
ファーといった西洋的な家具もある（写真７）．
合掌造り家屋で生活する住民の多くは，合掌造り
家屋に利点をあまり認めておらず，欠点を多く認

第２表　荻町地区住民における合掌造り家屋の認識

（聞き取り調査により作成）

写真７　ソファーの置かれた合掌造り家屋
（2015年９月田邊撮影）
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識している．このように，合掌造り家屋の住民の
生活様式は時代の流れのなかで確実に変化してお
り，改装の内容や合掌造りに対する評価からみて
も，住民が求める生活様式は都市部で生活する
人々と大差はなかった．

Ⅴ　結論

本稿は，岐阜県白川村荻町地区を事例に，合掌
造り家屋の内部環境に着目し，そこで生活する住
民の家屋内部に対する変更行為や，家屋に対する
認識を通して，対象集落が保全しようとする農村
像と合掌造り家屋で生活する住民の生活様式との
相違を明らかにした．
荻町地区の集落景観を代表する構成要素として
合掌造り家屋がある．1700年前後から1955年頃に
かけて建設された合掌造り家屋は，白川郷の自然
条件や人々の営みの中で成立してきた．しかし，
第二次世界大戦後に進行した過疎化と，電源開発
用のダム建設により，合掌造り家屋の棟数は減少
した．1970年代になると，合掌造り家屋を有する
集落景観の崩壊が危惧され，住民による景観保全
活動が開始された．それと同時に，集落景観を地
域資源とした観光化が進展することとなる．結果
として，住民による保全活動は，1976年に伝建地
区，1995年に富山県の五箇山とともに世界文化遺

産に選定されるといった成果をもたらした．
荻町地区に現存する合掌造り家屋は，白川街道
沿いに集中するのではなく，集落内に点在し，農
地に囲まれている．家屋の利用形態は，一般的な
住宅や民宿，土産物店，飲食店，見学施設，倉庫
などがあった．その中で，一般的な住宅と民宿と
して利用される合掌造り家屋内部の環境に着目す
ると，一般的な住宅では床のフローリング化が進
んでいる．合掌造り家屋で生活する住民の居住環
境としての評価をみると，現代の生活において合
掌造り家屋には利点が少なく，合掌造り家屋での
生活は，居住する上で非合掌造り家屋よりも耐寒
性に乏しく，管理が煩雑であり，生き物が侵入す
るという問題をもたらしている．一方，民宿では，
居間には囲炉裏があり，客室は和室である．また，
民宿によっては合掌造り家屋の建設当時の状況に
改装しており，古い「農村像」を提供できるよう
な家屋の内部環境にしていた．
以上のように，荻町地区を来訪する観光客が目
にする集落景観や民宿や見学施設で体験する内容
と，合掌造り家屋で生活する住民の現代の生活様
式には相違がある．合掌造り家屋で生活する住民
が要求する生活は都市部で生活する人々と大差は
ない．しかし，合掌造り家屋という保全に関する
規制の多い家屋で生活していることで，満足でき
る居住環境への変更が困難となっていた．

本稿に用いたデータは，筑波大学地球学類人文地理・地誌学分野の田邊希望氏，長﨑宏輝氏，安永藍氏
の各グループが2015年９月25日から９月27日にかけて実施した調査に基づいている．なお，平成27年度科
学研究費補助金基盤研究（Ａ）「世界遺産の創造と場所の商品化に関わる理論的・実証的研究」（研究代表者：
松井圭介，課題番号60302353）による研究費の一部を使用しました．末筆ながら以上を記して感謝申し上
げます．

［注］
１）…結が相互扶助であるのに対し，コウリャクとは自発的に労働力を提供することであり，恩返しとして
の労働力の提供を条件としない労働奉仕である．
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